
「バラスト水処理装置を就航船へ設備
する為の調査研究」報告

本研究開発は、一般財団法人日本海事協会の「業界要望による共同研究」の

スキームにより研究支援を受けて実施しました。
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浅川造船株式会社
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研究体制

【研究体制】

本研究開発は、一般財団法人日本海事協会の「業界要望によ
る共同研究」のスキームにより研究支援を受け、社団法人日本
中小型造船工業会、函館どつく㈱室蘭製作所、㈱ヤマニシ、東
北ドック鉄工㈱、新潟造船㈱、㈱新来島どっく、佐世保重工業㈱、
㈱カナサシ重工、㈱名村造船所、尾道造船㈱、㈱アイ・エイチ・
アイ・アムテック、㈱三和ドック、㈱神田造船所、警固屋船渠㈱、
中谷造船㈱、㈱新笠戸ドック、内海造船㈱、常石造船㈱、檜垣
造船㈱、浅川造船㈱、伯方造船㈱、今治造船㈱、㈱三浦造船所、
旭洋造船㈱、㈱臼杵造船所、南日本造船㈱、佐伯重工業㈱、㈱
大島造船所、一般財団法人日本海事協会との共同研究参加及
び協力を得て実施しました。
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1. 試設計対象船概要



１．試設計対象船概要

Purpose : 0il/Chemical Tanker(TypeⅡ＆Ⅲ）

Lpp ｘ B ｘ D(m) : 125.00 x 20.50 x 11.60

Gross Tonnage : 8260 ton

Dead Weight : 14,200 ton

Cargo Cap. : 16,500 ㎥

Ballast Cap.             : 4184 ㎥

Ballast Pump : 300㎥/h x 25mH 1set 

Fire & Bilge Pump : 90/160㎥/h x 70/25 m 1set

Generator : 600kVA x 3
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対象船舶の主要目



タンクの配置
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油タンカー兼ケミカルタンカー

F.P.Tは海水タンク、A.P.T.は清水タンク

１．試設計対象船概要
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2．試設計対象装置機種

装置 GloEn - Patrol

[装置メーカー]

Panasia

[基本処理方式]

フィルター + UVユニット

[処理要領]

バラスティング時 :フィルター + UVユニット

デバラスティング時 : UVユニット

[装置構成]

BWMS BALLAST PANEL ・ BWMS CONTROL PANEL

FILTER UNIT ・ UV UNIT ・ FLOW METER
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PANASIA 社

2．試設計対象装置機種
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PANASIA 社 (FILTER UNIT)

2．試設計対象装置機種
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PANASIA 社 (UV UNIT)

・防爆タイプ

2．試設計対象装置機種
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PANASIA 社 (BWMS CONTROL PANEL)

2．試設計対象装置機種
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PANASIA 社 (BWMS BALLAST PANEL)

2．試設計対象装置機種



１．薬剤の使用無し

２．構成機器が少なく系統がシンプル

３．防爆仕様の採用により1システムで処理可能

４．圧力損失は小 (約0.6bar)
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PANASIA社の特徴

2．試設計対象装置機種
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3. GloEn-Patrolの試設計



1. 規則で要求される危険バラスト・安全バラストの分離に関する要件を満足させる

2. ポンプ揚程変更及び発電機容量変更の必要性の検討を行う

3. バラストポンプルームに防爆タイプを配置し、安全バラスト及び危険バラストを統合して

１システムで処理を行う。（安全バラストタンクのF.P.Tは危険バラストタンク扱いにする）
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設計方針(GloEn-Patrol)

3．GloEn-Patrolの試設計
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3.GloEn-Patrolの試設計 バラスト管系統図(1/2)

F.P.T(C)安全バラストラインを危険バラストラインに接続

(GloEn-Patrol)
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3.GloEn-Patrolの試設計 バラスト管系統図(2/2)

(GloEn-Patrol)
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ENG.ROOM ARRANGEMENT

3．GloEn-Patrolの試設計
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3．GloEn-Patrolの試設計

ENG.ROOM ARRANGEMENT
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3．GloEn-Patrolの試設計

BALLAST PUMP ROOM ARRANGEMENT
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3．GloEn-Patrolの試設計

BALLAST PUMP ROOM ARRANGEMENT
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3．GloEn-Patrolの試設計

BALLAST PUMP ROOM ARRANGEMENT
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Cargo Handring

87.7%→90.4%

3．GloEn-Patrolの試設計



[機器の搬入]

・機関室に配置のBWMS CONTROL PANEL及びBWMS BALLAST PANELは機関室機器搬入口から

搬入可能

・BALLAST PUMP ROOMに配置のFilter Unit,UV Unit及びFlow Meterはバラストポンプ室機器搬入口

から搬入可能

[消費電力]

・消費電力の増加問題無し

[水頭損失]

・ポンプ性能曲線から余力の水頭でカバーする事に依りポンプ容量は問題無し

[設置場所]

・電機器は機関室に配置

.処理装置はBALLAST PUMP ROOMに配置
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試設計結果(特記事項.注意点等)(1)

3．GloEn-Patrolの試設計



[発生する付帯工事]

・危険バラスト及び安全バラスト(F.P.T)統合に伴う配管模様替え

・Filter Unitの抜き代確保の為、2ND DECKに開口新設
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試設計結果(特記事項.注意点等)(2)

3．GloEn-Patrolの試設計



[考察]

・本装置はシステムの構成機器が少なく配管系統もシンプルである

・防爆機器をBALLAST PUMP ROOMに配置する事に依り、１システムで処理が可能

但し、安全バラスト(F.P.T.)を危険バラスト扱いにする為の規則を満足させる

・消費電力、水頭損失等が小さく既存の発電機、バラストポンプの使用が可能

・薬剤を使用していないので２次汚染の問題無し
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3．GloEn-Patrolの試設計
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装置 OceanSaver

[装置メーカー]

OceanSaver

[基本処理方式]

フィルター + キャビテーション + 脱酸素 + 海水電解

[処理要領]

バラスティング時 : フィルター + キャビテーション + 脱酸素 + 海水電解

デバラスティング時 : フィルター + キャビテーション + 中和剤

(4時間以内の排水時のみ)

[装置構成]

Filter ・ Cavitation Unit ・ Ejector ・ Disinfectant unit

Flowmeter ・ Constant Pressure Valve ・ Feed Pump

Steam Heater ・ Flushing Pump ・ TRO senser

N2Generator ・ Air Compressor

4．試設計対象装置機種
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4．試設計対象装置機種
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圧力損失=0.6bar

機関室とバラストポンプ室に各一台設置

逆洗ポンプ不要

4．試設計対象装置機種

OceanSaver 社 Filter



OceanSaver 社 C3T Cavitation Unit
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圧力損失=2.0～2.5bar

入り口側に5d以上の直管長さが必要

機関室とバラストポンプ室に各1台設置

4．試設計対象装置機種
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電気分解装置

殺菌剤のOxiduntを生成

塩分濃度2%以上の海水が必要

少量の水素が発生する為、

大気放出ラインが必要

OceanSaver 社 C2E-Disinfectant unit

4．試設計対象装置機種
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C2E電気分解装置への海水ヒーター

給水最低水温20℃を確保

OceanSaver 社 C2E FEED W. HEATER (OSE16)

4．試設計対象装置機種



33

機関室に設置

C2E電気分解装置への海水給水用

EJECTOR

FLOW METER

EJECTOR PUMP

＜その他＞

OceanSaver 社 C2E Feed Pump(OSE13)

4．試設計対象装置機種



１．電気分解装置に必要な海水をタンクに確保することにより

汽水、淡水域でも運転可能

２．バラスティング時はFilter + キャビテーション装置 + 窒素ガス注入

+ 水酸基イオン注入

デバラスティング時はFilter + キャビテーション装置 + 中和剤注入

(４時間以内の排出時のみ)

３．消費電力が大きい(500㎥/hにつき71kW)

４．危険バラスト用、安全バラスト用の2システムの処理装置が必要

５．バラストポンプ吐出圧力の変更。(約2.5barプラス)

６．防爆仕様有り
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OceanSaverの特徴

4．試設計対象装置機種



35

5. OceanSaverの試設計



１．規則で要求される危険バラスト・安全バラストの分離に関する要件

を満足させる

２．ポンプ揚程変更及び発電機要領変更の必要性の検討を行う

３．防爆タイプと非防爆タイプの使い分けを行う
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設計方針(OceanSaver)

5．OceanSaverの試設計



37

処理方式の選定

[処理容量]

Ballast Pump (Ballast Pump Room) 用 400㎥/h 1台

Fire & G.S Pump  (Engine Room)   用 240㎥/h 1台

[基本処理方式]

フィルター + キャビテーション + 脱酸素 + 海水電解

[装置構成]

Filter ・ Cavitation Unit ・ Ejector ・ Disinfectant unit

Flowmeter ・ Constant Pressure Valve ・ Feed Pump

Steam Heater ・ Flushing Pump ・ TRO senser

[消費電力]

OceanSaverのシステム 71.1 kw 合計 146.7 kw

バラストポンプ揚程UP  75.6 kw

5．OceanSaverの試設計
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F.P.T(C)安全バラストは機関室に設置の消火兼ビルジポンプで注排水

カーゴタンクに隣接するバラストタンクの危険バラストはバラストポンプ室に
設置のバラストポンプで注排水

バラスト管系統図(1/2)

5．OceanSaverの試設計
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バラスト管系統図(2/2)

5．OceanSaverの試設計
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ENG.ROOM ARRANGEMENT

5．OceanSaverの試設計
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ENG.ROOM ARRANGEMENT

5．OceanSaverの試設計
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BALLAST PUMP ROOM ARRANGEMENT

5．OceanSaverの試設計
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BALLAST PUMP ROOM ARRANGEMENT

5．OceanSaverの試設計
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BALLAST PUMP ROOM ARRANGEMENT

5．OceanSaverの試設計
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Cargo Handring

87.7%→96.9%

Electric Power Table

5．OceanSaverの試設計



[機器の搬入]

・C2E-Distinfectant unitを機関室に搬入する為、NAV.BRT.DECKの機関室機器搬入口拡張

・BALLAST PUMP ROOMに配置する機器は現状の搬入口より搬入可能

[消費電力]

・処理装置消費電力 + バラストポンプ揚程UPに依る追加電力 → 発電機電力不足

(揚げ荷時のカーゴポンプ使用台数を制限する事により依り電力不足は緩和）船主の確認要

[水頭損失]

・現状のバラストポンプ揚程2.5barから5barに変更

・バラストポンプ揚程を5barに変更する事に依りバラスト水容量は現状の容量を確保

[設置場所]

・非防爆タイプは機関室に配置（安全バラストF.P.T.用）

・窒素ガス発生機は機関室2ND DECKに配置の既存の装置を流用

・防爆タイプはバラストポンプ室に配置（危険バラスト用）
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試設計結果(特記事項.注意点等)(1)

5．OceanSaverの試設計



[発生する付帯工事]

・バラストポンプ揚程UPに依るバラストポンプの交換

・バラストポンプ交換に伴うポンプ入口・出口の配管模様替え

・NAV.BRI.DECKの機関室機器搬入口拡張工事

・既存の窒素ガス発生機からの配管模様替え
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試設計結果(特記事項.注意点等)(2)

5．OceanSaverの試設計



[考察]

・本装置はシステムの構成機器が多いが、C2E Disinfectant unitを除いて単品のサイズはそ

れほど大きくないので分散配置することにより収めることができた

・C3T Cavitation Unitに依る圧力損失2.0～2.5barを補う為、本試設計ではバラストポンプの

交換（揚程UP）で検討を行ったが、ブースターポンプを採用する選択肢もある

・一般的にケミカルタンカーは窒素ガス発生装置を設備しているが、設備されていない船には

窒素ガス発生装置設備の追加費用および付帯工事が発生する

・海水タンクを確保する事に依り汽水、淡水域で運転可能
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5．OceanSaverの試設計
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ご静聴ありがとうございました。


